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論文審査の結果の要旨 

 本博士論文は、生成文法理論（特に極小主義）及び分散形態論の枠組みにおいて、主として連用形節とテ形節を中

心に、日本語の等位構造を分析したものである。日本語の等位構造を体系的に扱った論考は、そもそも数が極めて少

なく、また、分散形態論の枠組みによる研究も日本においては現在までのところ非常に少数である。従って、等位構

造に関する知見の蓄積、分散形態論の理論開発と深化という両面において本博士論文の価値は高いと言える。 

 本博士論文は大きく２つの部分に分かれる。第一部は、主要部（X0）の分析を中心とし、連用形及びテ形に関する形

態論と意味論の問題が論じられている。主論点は、（１）連用形とテ形で並列解釈が生じるメカニズムを明らかにす

ること、（２）連用形が語幹（Root）―小動詞（v）複合主要部の音韻的具現形であること、（３）テ形が等位句（&P）

の投射を含むT-Fin-&複合主要部であること、の３点を明らかにすることにある。第二部は、句範疇（XP）の分析を中

心とし、等位構造に関する統語論の問題が論じられている。主論点は、（１）表層では等位構造を有するように思わ

れる連用形節とテ形節について、実際には等位構造と付加構造の間で曖昧であること、（２）連用形節・テ形節がX-bar

理論的な階層構造を有すること、の２点を明らかにすることにある。いずれの章も、先行研究についての詳細な検討、

説明を要する膨大な量のデータ提示、そして、それらの分析を通じて独創的な理論開発を行うという手順で進められ

ており、全体は精緻な論理で貫かれている。 

 本博士論文は、膨大な量の記述的・理論的先行研究を紐解き、受け入れるべき知見と批判すべき分析を丁寧に精査

した上で、著者独自の理論構築を目指したものである。そのような目的に対峙し、どちらかと言えば、記述的分析よ

りも理論的分析に重点が置かれており、データに関しては、先行研究における知見の蓄積を利用しようとする傾向が

見られる。日本語の等位構造は、現在までのところ研究が不足している分野であるので、新たなデータ開発をもっと

鋭意に行えば、本博士論文の価値はさらに高まったと思われる。データの解釈から得られる、理論化以前の「直感」

（いわゆる記述的一般化）は重視すべきものであるのに、本博士論文は、「説明」の多くを理論内的説明に委ねてい

るという指摘が審査委員からあった。傾聴すべき意見であろう。しかしながら、データの帰納から理論構築に至る手

腕は見事なもので、等位構造に関する今後の研究は、当博士論文（及びそれに先立つ著者による一連の論文）を無視

しては進められないであろう。ただ、審査委員からも指摘を受けたように、極小主義理論・分散形態論の枠組み以外

の領域（特に日本語学）で研究を行う者に対して、かならずしも「優しい」書き方とはなっておらず、むしろ接近を

阻むような書き方となっている個所も多い。連用形・テ形については、関心を持つ日本語学者が非常に多いのだから、

この研究者たちと共同できないのは、あまりにも「もったいない」と言わざるを得ないであろう。 

 著者は、極めて意欲的に研究を外に向けて発信しており、博士論文に先立ち刊行した論文１５本のうち、国外の雑

誌等に掲載したものが６本、国内の全国学会誌に掲載したものが２本ある。また、口頭発表１７本のうち、国際学会

におけるものが６本あり、残りの１１本が国内の全国学会におけるものである。 

 以上のことを総合し、審査委員会は、本博士論文が博士（言語文化学）の学位を授与するに値する内容を有してい

るとの結論に達した。 


